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『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
通
信
』
と
い
う
大
変
長
い
正

式
名
称
を
持
つ
本
誌
（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
通
信
」
と
略
す
）
は
、
今
号
で
無
事
に
通
算

一
〇
〇
号
の
刊
行
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
セ
ン
タ
ー
開
設

以
来
、
編
集
や
執
筆
に
携
わ
っ
た
方
々
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
関
係
の
み
な
さ
ま
の
お
蔭
で
あ
り
、
現
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
七
年
四
月
一
日
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
年
度
末
に
あ

た
る
一
九
九
八
年
三
月
に
、
記
念
す
べ
き
セ
ン
タ
ー
通
信
第
一
号
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
す
。

今
、
あ
ら
た
め
て
第
一
号
を
手
に
と
っ
て
み
ま
す
と
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
の
み
の
全
八
ペ
ー
ジ

と
い
う
体
裁
で
、
昨
今
の
セ
ン
タ
ー
通
信
と
比
べ
て
い
く
ぶ
ん
コ
ン
パ
ク
ト
で
は
あ
り
ま

す
が
、
題
字
や
、
巻
頭
に
目
次
と
大
き
な
図
版
を
掲
げ
る
ス
タ
イ
ル
、「
史
料
紹
介
と
研
究
」

「
文
献
案
内
」
を
中
心
と
す
る
誌
面
構
成
な
ど
は
現
在
の
セ
ン
タ
ー
通
信
と
ほ
ぼ
同
一
で
、

そ
の
ま
ま
以
後
の
号
に
受
け
継
が
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
開
設
二
年
目
以
降
は
、
セ
ン
タ
ー
通
信
は
原
則
と
し
て
年
に
四
回
の
刊
行
を

維
持
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
の
結
果
、
昨
年
度
（
二
〇
二
二
年
度
）
の
四
月

に
セ
ン
タ
ー
が
開
設
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
の
に
続
き
、
二
〇
二
三
年
四
月
に
は
第
一
〇

〇
号
と
い
う
節
目
の
号
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

以
下
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
通
信
の
な
か
で

特
に
注
目
さ
れ
る
号
を
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
一
五
号
（
二
〇
〇
一
年
一
〇

月
）
は
、
刊
行
直
後
に
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
東
京

国
立
博
物
館
共
催
の
特
別
展
「
時
を
超
え
て
語
る
も
の
―
史
料
と
美
術
の
名
宝
―
」
に
連

動
し
た
特
集
を
組
み
、
展
示
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
的
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
第
二
四
号

（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
に
は
、
特
集
「
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
の
七
年
」
と
し
て
、
初

期
の
セ
ン
タ
ー
を
牽
引
さ
れ
た
各
氏
の
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
続
い

て
、
第
三
八
号
（
二
〇
〇
七
年
六
月
）
は
、
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
開
設
十
周
年
記
念

の
特
別
号
で
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
一
覧
な
ど
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第

六
六
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
か
ら
は
、
日
常
的
な
活
動
の
記
録
を
綴
っ
た
「
活
動
抄

録
」
の
欄
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
気
に
な
る
号
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な
い
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
セ
ン
タ
ー
通

信
の
既
刊
分
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
「
画
像
史

料
解
析
セ
ン
タ
ー
」
の
ペ
ー
ジ
か
ら
総
目
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（https://

w
w

w
.hi.u-tokyo.ac.jp/gazo/centernew

slist.htm

）
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
内
容
を
概

観
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
、
東
京
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
（https://

repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

）
に
お
い
て
、
近
刊
分
の
誌
面
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
開
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
第
八
七
～
九
八
号
お
よ
び
五
〇
号
別
冊
（
第
一
～
五

〇
号
総
目
次
）
のPD

F

デ
ー
タ
を
、
閲
覧
お
よ
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
よ
り
広
い
読
者
へ
の
発
信
を
意
図
し
た
も
の
で
す
が
、
精
細
な
画
像
を
比
較

的
制
約
が
少
な
い
か
た
ち
で
掲
載
で
き
る
、
従
来
の
紙
媒
体
で
の
セ
ン
タ
ー
通
信
も
引

き
続
き
維
持
し
て
い
く
方
針
で
す
。
な
お
、
今

回
の
第
一
〇
〇
号
刊
行
を
契
機
と
し
て
、
第
五

一
～
一
〇
〇
号
総
目
次
の
電
子
デ
ー
タ
を
作
成

し
、
先
述
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
か
ら
公
開
を
い
た
し

ま
し
た
。

昨
今
の
セ
ン
タ
ー
通
信
の
刊
行
を
め
ぐ
る
さ

ま
ざ
ま
環
境
は
、
必
ず
し
も
楽
観
視
で
き
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
画
像
史
料
解

析
セ
ン
タ
ー
お
よ
びIR

広
報
室
の
ス
タ
ッ
フ
を

中
心
に
、
定
期
の
刊
行
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
関
係
す
る
み
な
さ
ま

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


